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かさ ま ピーティーエー

　笠間小学校には、「笠小フェスタ」というＰＴＡや
ち いき

地域の方々が協力して開さいするお祭りがあります。
わたし

私たちは、このお祭りを毎年楽しみにしています。

　グラウンドや体育館に、いろいろなお店が出ます。地域のお祭りのよ
しゃてき しょうぼう し

うなスーパーボールすくいや射的のほか、消防士の方々がはしご車に乗
けむり

せてくれたり、煙体験をさせてくれたりもします。はしご車体験は、と
こうしゃ の

ても人気で、はしご車に乗ると校舎よりも高いところまではしごが伸
み わた ふ だん

び、市街地が見渡せます。その他にも丸太切り体験などもあり、普段の
すいそうがく

生活ではできないことも体験することができます。笠間中学校の吹奏楽
えんそう き

部の演奏を聴くことも楽しみの一つです。

　たくさんの方々のご協力によって毎年開かれるフェスタ。これからも
たきむらいち か

ずっと続いていってほしいです。 （６年　瀧村一華）

災害時用テントを組み立てた避難所設営体験

ちゅうじゅん ぼうさいしゅくはく

　９月中旬ごろに防災宿泊学習があります。
かさ ま き き ひ なんじょ

　笠間市危機管理課の方々に避難所生活について教え
せつえい

ていただいた後、避難所設営の体験をしました。友達
だん

と協力してテントや段ボールベッド、トイレを組み立てました。思った
かんたん

より簡単に組み立てることができ、自分たちでもできることがあること
あら

を知りました。自作のソーラークッカーで水を温め、手も洗いました。
せんよう ぶくろ

夕ご飯は専用のビニール袋に入れた米を、お湯に入れてご飯をたき、レ
いっしょ ゆか

トルトカレーをかけて食べました。友達と一緒に教室のかたい床の上に
なが ざ ぶ とん し ね きちょう

長座布団を敷いて寝たことも貴重な体験になりました。
ふ だん げんさい

　普段から「減災」を心がけ、自分の命は自分で守ったり、身近な人た

ちと助け合ったりすることが大切だということを、２日間の防災宿泊学
いけ だ る ね

習の体験を通して学ぶことができました。 （６年　池田琉音）

◆校　長　藤枝　泰弘

◆児童数　６４２人

◆創　立　１８７３年

◆住　所　笠間市笠間
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じしゅうかん あと ち わたし かさ ま

　時習館の跡地に立つ私たちの通う笠間
そう りつ むか

小学校は、今年創立１５１周年を迎えま
でんとう しょうかい

す。伝統ある笠間小学校のよさを紹介し

ます。
え がお

　まず一つ目は、元気いっぱい笑顔のあ

いさつができることです。毎朝、高学年

の友達がボランティア活動であいさつ運動をしていま

す。
ひび

　生活向上委員も加わり、学校中に響くあいさつは、笠

間小の全校児童に広がり、学校中に気持ちのよいあいさ

つがこだまするようになりました。
やさ たて わ

　二つ目は、みんなが優しく仲がよいことです。縦割り
はん いっしょ

班活動では、１年生から６年生が一緒におにごっこやド

ッジボール、いすとりゲームなどをして楽しく遊びます。
こま

困っている人がいたら学年関係なく声をかけるので、み

んなすぐに笑顔になります。

　私は、こんな笠間小学校が大好きです。
み むらしお り

（６年　三村汐璃）

陶芸家の先生に教えを受けた土面作り

かさ ま

　笠間小学校では、５年生が図工の時間に土面作りを
とう

しています。土面作りでは、笠間焼のかま元で働く陶
げい か わたし

芸家の先生方が、私たちに土面の作り方を教えてくだ

さいました。

　まず、土面作りの前に、自分でどんな土面を作りた
せっけい ず か

いかを考え、設計図を描きます。当日は、陶芸家の先
ちが

生に、土面の大きさや注意することを教えていただいた後、色の違う２
ねん ど とちゅう こま

種類の粘土を組み合わせて土面を作りました。途中で困ったときには、

陶芸家の先生がすぐにアドバイスをしてくれました。作品は、陶芸家の

先生のかま元で、長い時間をかけ、焼いてもらいました。
げいじゅつ ひ ま つ り

　焼き上がった土面は、笠間芸術の森公園で行われる「陶炎祭」という
かざ

お祭りで飾られます。どんな作品に仕上がったのか、会場で見るのが楽
や ざきあい ら

しみです。 （６年　矢崎愛桜）
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